
 

令和６年度 九州沖縄農業試験研究推進会議 野菜・花き推進部会 

成績設計検討会 開催要領 

 

九州沖縄農業試験研究推進会議 野菜・花き推進部会長 

（農研機構 九州沖縄農業研究センター 暖地畑作物野菜研究領域長補佐） 

 

1．日 時  令和 7年 1月 29日（水）13:00～17:15（予定） 

1月 30 日（木） 9:00～12:00 

 

2．開催場所 久留米シティプラザ（福岡県久留米市六ツ門町 8-1） 

 

3．検討事項 

 1）研究成果（成果情報候補も含む） 

 2）完了課題成績 

 3）単年度試験成績 

 4）新規課題設計 

 5）共同研究プロジェクト等の紹介・提案 

 6）新たな研究手法・情報の紹介 

 7）その他 

 

4．参集範囲 

 1）九州沖縄地域農業関係公立試験研究機関（野菜・花き研究担当者） 

 2）九州沖縄地域普及行政部局（九州農政局、内閣府沖縄総合事務局、県庁、普及指導員

等） 

 3）農研機構内の関係研究部門（野菜花き研究部門の研究担当者等） 

 4）九州沖縄農業研究センター（野菜研究担当者） 

 5）その他部会長が必要と認める者 

 

5．会議資料提出 

 成績設計検討会様式 2～3による。「共同研究プロジェクト等の紹介・提案」、「新たな研究

手法の紹介」の様式は適宜。資料作成依頼等は、事務局から各県の代表者に別途連絡いたし

ます。 

 なお、出席申込み（別添表）の締切りは、推進部会と合わせ 1月 10日（金）とします。 

 

6．事務局 

 農研機構 九州沖縄農業研究センター 暖地畑作物野菜研究領域 施設野菜グループ 

主任研究員  今村 仁 

 E-mail：imajin＠affrc.go.jp TEL：0942-43-8340（直通） FAX：0942-43-7014 

 



 

令和６年度 九州沖縄農業試験研究進会議 野菜・花き推進部会 開催要領 

 

九州沖縄農業試験研究推進会議 野菜・花き推進部会長 

（農研機構 九州沖縄農業研究センター 暖地畑作物野菜研究領域長補佐） 

 

1．趣 旨 

九州沖縄農業試験研究推進会議運営要領に基づき、九州沖縄農業における「研究開発ニーズ」

の検討を行うとともに、研究の効率的な推進のための計画及び分担・協力関係を協議し、あわ

せて「成果情報」及び「みどりの食料システム戦略」の実現に貢献する「技術カタログ候補」

（研究成果）の検討と選定を行う。 

 

2．日 時  令和 7年１月 30日（木）13:00～16:30 

 

3．開催場所 久留米シティプラザ（福岡県久留米市六ツ門町 8-1） 

 

4．議 題  

1）「九州沖縄農業試験研究の成果情報」の検討・選定 

2）「みどりの食料システム戦略」の実現に貢献する「技術カタログ候補」の検討・選定 

3）研究開発ニーズの検討 

重点検討事項：「野菜・花き園芸における気候変動（温暖化）の影響と対策について」 

（話題提供を 1課題行う予定で講師を選定中） 

  「技術的課題」候補の検討・選定（「みどりの食料システム戦略」の実現を中心に検討） 

4）他の推進会議への要望事項 

5）次年度の推進部会・研究会の開催計画 

6）その他必要な事項 

 

5．参集範囲 

 1）九州沖縄地域農業関係公立試験研究機関（野菜・花き担当部長等） 

 2）九州沖縄地域普及行政部局（九州農政局、内閣府沖縄総合事務局、県庁、普及指導員等） 

 3）農研機構内の関係研究部門（野菜花き研究部門等） 

 4）九州沖縄農業研究センター（暖地畑作物野菜研究領域等） 

 5）その他部会長が必要と認める者 

 

6．会議資料提出 

 野菜・花き推進部会への報告資料は、別途お知らせしますので、1月 10日（金）までに、部会

長（渡辺：shinwa@affrc.go.jp）および事務局（今村：imajin@affrc.go.jp）宛にメールでお送り

ください。 

７．出席申込 

 出席申込み（別添表）は、「野菜・花き成績設計検討会」を含めて、機関ごとにまとめて 1月 10

日（金）までに、事務局（今村）宛にお送りください。 

 

 

 

８．事務局 

 農研機構 九州沖縄農業研究センター 暖地畑作物野菜研究領域 施設野菜グループ 

 主任研究員  今村 仁 

 E-mail：imajin@affrc.go.jp TEL：0942-43-8340（直通） FAX：0942-43-7014 



 

９．その他 

みどりの食料システム戦略の実現に資する新技術等の普及・実用化の推進のための「農業研究

及びその成果の普及・実用化推進要綱」改正に伴い、推進会議で「技術カタログ候補」の選定を

行い、「技術的課題」もみどりの食料システム戦略における貢献分野で整理いたします。 


